
 

 問い合わせ先  パーソルキャリア株式会社 広報部 

TEL：03-6757-4266 koho@persol.co.jp 

2025 年 3 月 27 日 
パーソルキャリア株式会社 

 

転職サービス「doda」、「ミドルシニアの転職実態レポート」を発表 

～2024 年は登録者数、転職決定者数ともに増加傾向。 

「人材サービス・アウトソーシング・コールセンター」や「販売・サービス職」では 

ミドルシニアの転職数が前年比 130%以上アップ～ 
 

パーソルキャリア株式会社が運営する転職サービス「doda（デューダ）」（編集長：桜井 貴史）は、「ミドルシニ

アの転職実態レポート（2024年版）」を発表します。これは、45歳～60歳を対象に、2023年と2024年に「doda」

に登録した転職希望者と、「doda」エージェントサービスを利用して転職した個人のデータを分析したものです。結

果からみえる転職や採用実態の変化などについて、ミドルシニア事業企画部ゼネラルマネジャーの石井宏司が解説し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果サマリ】 

登録者傾向：2024年のミドルシニア登録者数は2023年比で約118%に増加。2020年から4年連続増加傾向 

…業種別で登録者数の伸び率が最も大きかったのは「医薬品・医療機器・ライフサイエンス・医療系サービス」で

125.6%。職種別では「医療系専門職」で135.9%。ともに医療・福祉領域の登録者増加が目立つ結果に 

 

転職決定者傾向：2024年のミドルシニア転職決定者数は2023年比で約107%に増加。2019年比では約2倍 

…転職後の業種別伸び率1位は「人材サービス・アウトソーシング・コールセンター」で136.0%。職種別でみると、

伸び率1位は「販売・サービス職」で135.9%。ベテラン人材の知識や経験を求める現場で採用マッチングが進んだ

影響か 

 

登録者傾向： 

  2024年、転職サービス「doda」におけるミドルシニア（45~60歳）の新規登録者数は、2023年比で約118%と

大幅に伸長しました。また、2020年から4年連続で増加しています（図①）。 

業種別で登録者数の伸び率が最も大きかったのは「医薬品・医療機器・ライフサイエンス・医療系サービス」で前

年比125.6%でした。2位は「教育」で122.0%、3位は「公社・官公庁・学校・研究施設」で121.6%となりました

（表①）。職種別でみると、伸び率1位は「医療系専門職」で135.9%、2位は「クリエイター・クリエイティブ職」

で129.0%、3位は「事務・アシスタント」で123.7%と続きました（表②）。 
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【図①】転職サービス「doda」におけるミドルシニアの新規登録者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

【表①】業種別 ミドルシニアの「doda」登録者数の伸び率（2023年、2024年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表②】職種別 ミドルシニアの「doda」登録者数の伸び率（2023年、2024年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解説＞ 

まず、2023年比でミドルシニアの登録者数が増加した背景について、2024年はより多くの氷河期世代が50代半ば

に差し掛かるタイミングであったことが影響したと考えます。実際に「doda」でも、今後も長くはたらきつづける

ことを見据えて「役職定年」がない企業や「定年延長」のある企業に転職したいと相談を受けるケースが増えていま

す。 

No 業種名 伸び率（23年→24年）

1 医薬品・医療機器・ライフサイエンス・医療系サービス 125.6%

2 教育 122.0%

3 公社・官公庁・学校・研究施設 121.6%

4 インターネット・広告・メディア 120.1%

5 人材サービス・アウトソーシング・コールセンター 119.7%

6 小売 119.2%

7 メーカー（素材・化学・食品・化粧品・その他） 117.2%

8 運輸・物流 116.5%

9 エネルギー（電力・ガス・石油・新エネルギー） 116.3%

10 コンサルティング・専門事務所・監査法人・税理士法人・リサーチ 115.9%

11 警備・清掃 115.9%

12 外食 115.5%

13 金融 114.8%

14 商社 114.4%

15 IT・通信 114.2%

16 メーカー（機械・電気） 113.6%

17 旅行・宿泊・レジャー 111.9%

18 建設・プラント・不動産 111.2%

全体 117.9%

No 職種名 伸び率（23年→24年）

1 医療系専門職 135.9%

2 クリエイター・クリエイティブ職 129.0%

3 事務・アシスタント 123.7%

4 技術職（化学・素材・化粧品・トイレタリー） 122.0%

5 販売・サービス職 119.2%

6 公務員・教員・農林水産関連職 118.2%

9 企画・管理 115.8%

10 技術職・専門職（建設・建築・不動産・プラント・工場） 113.7%

11 技術職（機械・電気） 112.1%

12 技術職（SE・インフラエンジニア・Webエンジニア） 111.1%

13 技術職（食品・香料・飼料） 110.6%

14 営業職 107.6%

全体 117.9%

出典元：転職サービス「doda」 

出典元：転職サービス「doda」 
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 業種・職種別に登録者の傾向を見ると、2023年から2024年にかけて登録者数の伸び率が最も大きかったのは、医

療関連の業種・職種でした。具体的には「医薬品・医療機器・ライフサイエンス・医療系サービス」のなかでも「福

祉・介護関連サービス」「病院・クリニック」から、「医療系専門職」のなかでも「看護師」「介護福祉士・ケアマネ

ジャー」からの登録が目立ちました。もともと医療・福祉領域ではたらくミドルシニアは多い一方、人材の流動性が

高く、異なる領域へ転職をする個人も多い傾向にあります。特に2024年は、訪問介護を中心に基本報酬のマイナス

改定などが響き、倒産件数が多い年でした。将来性を考え、新たなキャリアの選択肢を視野にいれる個人が増えた結

果、登録者数の伸長につながったと考えられます。 

なお、業種別で2番目に伸び率が大きい「教育」では、「学習塾・予備校」「各種スクール」からの登録が目立ちま

した。職種別で2番目に伸び率が大きい「クリエイター・クリエイティブ職」では、「アパレル系のデザイナー」「ア

ートディレクター」「制作技術（実写・アニメ・音響・カメラ・舞台）」からの登録も多く見られました。教育やアー

トディレクター、制作技術においては、アナログ領域に特化していた企業での経営悪化、デジタル化が進んだことに

よる省人化などを受け、早期退職をしたミドルシニアの登録が増えた影響もあるとみています。アパレルにおいては、

業界縮小にともなうブランドの閉鎖、人員削減などを受け、転職に動いたベテラン層が増えたと推測します。 

 

転職決定者傾向： 

2024年のミドルシニア（45歳～60歳）転職決定者数は2023年比で約107%に増加しました。2019年比では、2

倍以上に大きく伸長しています（図②）。 

転職後の業種別でみると、伸び率1位は「人材サービス・アウトソーシング・コールセンター」で136.0%、2位は

「小売」で124.8%、3位は「金融」で124.3%でした（表③）。なお、「コンサルティング・専門事務所・監査法

人・税理士法人・リサーチ」は前年比83.3%と、減少が目立つ結果となりました。転職後の職種別でみると、1位は

「販売・サービス職」で135.9%、2位は「事務・アシスタント」で120.8%、3位は「営業職」で115.0%でした

（表④）。 

【図②】転職サービス「doda」のエージェントサービスを利用したミドルシニアの転職決定者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

【表③】業種別 ミドルシニアの転職決定者数の伸び率（2023年、2024年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 業種 伸び率（23年→24年）

1 人材サービス・アウトソーシング・コールセンター 136.0%

2 小売 124.8%

3 金融 124.3%

4 商社 115.8%

5 運輸・物流 108.8%

6 建設・プラント・不動産 108.5%

7 インターネット・広告・メディア 105.8%

8 メーカー（素材・化学・食品・化粧品・その他） 103.9%

9 IT・通信 100.3%

10 メーカー（機械・電気） 96.0%

11 医薬品・医療機器・ライフサイエンス・医療系サービス 86.7%

12 コンサルティング・専門事務所・監査法人・税理士法人・リサーチ 83.3%

全体 107.4%

出典元：転職サービス「doda」 

出典元：転職サービス「doda」 
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【表④】職種別 ミドルシニアの転職決定者数の伸び率（2023年、2024年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

＜解説＞ 

まず、ミドルシニアの転職決定者数が2023年比で約107%に増加した背景について解説します。これは、ここ数

年で若手層の採用難易度が高まっていること、業務の高度化によりベテラン層の知識や経験を求める企業が増えてい

ることなどを受け、ミドルシニアの転職マッチングが進んだことが影響していると考えます。 

業種別で伸び率1位の「人材サービス・アウトソーシング・コールセンター」では、特に「技術系アウトソーシン

グ（特定技術者派遣）」での転職決定が増えました。2024年は製造業において、製造拠点の国内回帰や、半導体関連

の生産施設の稼働開始、自動車業界の生産量の変動など、多くの変化が見られました。そのため、状況に合わせ多様

な専門知識を活用できる技術者が求められる機会が増えています。 

また、人材不足が顕著なIT領域においても、即戦力人材の確保が難しい状況を受け、外部から専門知識を持つ人材

を受け入れるケースが増えています。このように技術派遣を重宝する企業は増加傾向にあり、結果、「技術系アウト

ソーシング（特定技術者派遣）」で知識や経験のあるミドルシニアの採用が増え、転職決定者数が2023年比で大きく

伸長したと推測します。   

なお、2023年比で約83%に減少した「コンサルティング・専門事務所・監査法人・税理士法人・リサーチ」にお

いては、主にコンサルティング企業において、DX領域の戦略策定などの上流工程が一服し、DXやSaaS、ERP導入や

定着などの下流工程にサービス提供フェーズが移りはじめたことを受け、若手層の採用にも注力する企業が増加。結

果、2024年はミドルシニアの採用数がやや落ち着いたのだと考えられます。 

職種別で伸び率1位の「販売・サービス職」では「店長」「ホールスタッフ」「道路旅客・貨物運送」での採用が増

えたほか、業種別で伸び率2位の「小売」については「食品・GMS・ディスカウントストア」の採用増加が目立ちま

した。昨今、物価上昇による外食離れの影響で、スーパーやディスカウントストアのエリア出店が続いています。店

長や売り場責任者など、現場経験の豊富なミドルシニアの採用ニーズが高まった結果、採用増加につながったのでは

ないでしょうか。なお、タクシー運転手やトラックドライバーなどを含む「道路旅客・貨物運送」においては、若年

層の免許離れもあり以前からミドルシニアが活躍しやすい領域です。昨年は「2024年問題」で対策が迫られたこと

もきっかけとなり、労働環境が整備されつつあるほか、業界内で賃金体制の見直しが進んでいます。こうした変化を

受け、ドライバーというキャリアを選ぶミドルシニアが増え、転職決定者数増加につながったと考えられます。 

  

ミドルシニアの転職市場においては、今後も各業界や産業の構造改革、業界区分の引き直し、M&Aの影響などを背

景に、労働移動が増えることが予想されます。業種や職種によって差はあるものの、全体的には2025年も転職希望

者数、転職決定者数ともに増えていくのではないでしょうか。 

  

No 職種 伸び率（23年→24年）

1 販売・サービス職 135.9%

2 事務・アシスタント 120.8%

3 営業職 115.0%

4 技術職・専門職（建設・建築・不動産・プラント・工場） 108.4%

5 技術職（機械・電気） 106.0%

6 企画・管理 94.3%

7 技術職（SE・インフラエンジニア・Webエンジニア） 92.9%

全体 107.4%

出典元：転職サービス「doda」 
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解説者プロフィール ミドルシニア事業企画部 ゼネラルマネジャー 石井 宏司（いしい こうじ） 

2023年パーソルキャリアに中途入社。同年10月、ミドルシニア事業企画部のゼネラルマネ

ジャーに就任。就労人口が平均50歳を超える2030年を見据え、社内におけるミドルシニアの

キャリア支援体制の強化を推進するほか、ミドルシニアが活躍できる市場の開発にも取り組

む。 

自社の事例やデータに基づく転職市場動向の解説に加え、大手コンサルティング会社での勤

務経験を活かし、アカデミックな視点から多角的な分析や課題の特定を得意とする、ミドルシ

ニアの労働市場全般におけるスペシャリスト。特に脱炭素領域やメーカーの技術職、ミドルバ

ック系職種の市場動向分析に強みを持つ。 

 

 

調査概要 

対象：2023年、2024年に転職サービス「doda」に登録した個人、「doda」エージェントサービスを利用し転職した

個人（45歳～60歳） 

 

■転職サービス「doda」について＜ https://doda.jp/ ＞ 

「doda」は、「はたらく今日が、いい日に。」をスローガンに、転職サイトや転職エージェント、日本最大級の

doda転職フェアなど、各種コンテンツで転職希望者と求人企業の最適なマッチングを提供しています。 
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